
1川川"川川川"川川"川"川"川川"州川l川州川川"川川 川川l川川川川川川1什川州州川!け川川川"川川川川"川川川川"川川川"川川"川川"川川"川"山山川川川"川川川川lい川川川川川"川川川川l川川川川1川川川"川川川"川川川"川川川"川川"川川川"川川"川川川"川川"川川"川川"川川川l川川川川"川川川川川l川川川川川i川川川川"川川川"川川"川川"川"庖 額縮額額縮額l川川川川l川川川"川川川"川川川"川川川"川川"川"川川"川川"川川"州"川川l川川川1日川川!川川"川川川"川川川"川川"川川"川"川川"州川l川川川l川川j川川川"川川川"川川"川川"川川"川川"州"川川川川川l川川川川川"川川川"川山"川川"川川"川川"川川川l川川川川l川川川川川l川川川川川!川川川川"川川川"川川"川川"川川"川川"川川l川川川"川l川川"川"川川"川l川"川川川川川"川川州川"州附川川川"川川川 川11川川州!け川川"川川"川"川川"川"川川"川川川川川11川川川川11川川川1川川川"川山"川川川"川川l川川川川州"川川川"川川川"川川川川l川川 川川川川11川川川川l川川川川"川川"川川"川川"川川"州川川川川11川川川川l川川川川"川川"川山"川川"川川"川"川川川"川川l川川川川川川1川川川川川"川川川"川川川"川川"川"川川"川 川l川川川川川川l川川川川川"川川川"川川川"川川"川"川川"川川"川l川川川川川川l川川川川川"川川川"川川川"川川川"川川"川川"川川"川 川l川川川11川川l川川"川川川"川川"川川"川"川川"川川l川川 川11川l川l 

⑧今、めう C
第 251号

Z6年 7月号

平成 6年 7月20日発行 愛媛県温泉郡川内田J.編集川内町総務課・ 電話66-2222有線2111・印刷 77ノ印刷

|町の動き 1 (7月 1日現在)

・人口 10，655人 (-5人)

・男子 5，025人(::1::0人)

・女子 5，630人(-5人)

・世帯数 3，445戸(+6戸)

( )内前月比
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補
正
総
額

平
成
六
年
度
の
六
月
定
例
町
議

会
は
、
六
月
二
十
二
日
開
会
し
、

平
成
六
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案

十
一
件
、
発
議
三
件
、
報
告
五
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
二
十
四
日

開
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で

す。

補
正
予
算

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
な
ど
総

額
四
億
九
千
五
十
二
万
八
千
円
の

補
正
と
な
り
ま
し
た
。

O

一
般
会
計

補
正
総
額
四
五
回
、
六
五
六
千
円

累
計
総
額

四
、
二
二
九
、
五
四

O
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

名
誉
町
民
町
葬
費
(
専
決
報
告
)

~ 
，ム~

-
・・ ~“ 

L・

一
万
八
千
円

ー
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
な
ど
{
)

二
寸
二

O
一
千
円

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
設
置
委
託
料

二、

O
五
九
千
円

茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
測
量
設
計
委

託

料

一

O
、
0
0
0千
円

筒
水
特
別
会
計
繰
出
金

二
七
、
九

O
O千
円

廃
棄
物
減
量
化
推
進
事
業
補
助
金

六
O
O千
円

塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
管
理
費

(
施
設
整
備
)
二
二
、
一

O
O千
円

地
下
空
間
調
査
費六

、
四
八
四
千
円

温
泉
整
備
事
業
費四

、
二
二
二
千
円

観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
整
備
費

六
八
、

O
三
三
千
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

二
九
五
、

0
0
0千
円

河
川
環
境
整
備
費七、

0
0
0千
円

防
災
費
(
町
筋
水
路
溢
水
防
止
用

水
中
電
極
設
備
工
事
)

一一、

一
一
ゴ
一
千
円

。
老
人
保
健
特
別
会
計

支
払
基
金
医
療
費
過
年
度
超
過

負
担
金
返
還
金
で

補
正
総
額
七
、
九
七
二
千
円

呈
同
ム
l
F
b
z目日

旬
」
一
首
士
山
巾
室
ロ

一
、
O
五
八
、
四
八
八
千
円

。
簡
易
水
道
特
別
会
計

海
上
南
方
下
山
口
線
布
設
替
工

事
等
で

補
正
総
額
二
七
、
九

O
O千
円

累
計
総
額
一
九
八
、
六
九
三
一千
円

般
議
案

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
に
、
和
田
丸
の
白
戸

宏
氏
(
五
十
八
歳
)
を
選
任
す
る

た
め
同
意
を
求
め
た
も
の
。

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
に
、
永
野
の
高
須
賀
鶴
男
氏
(
七

十

一
歳
)
を
推
薦
す
る
た
め
意
見

を
求
め
た
も
の
。

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て山
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の

一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の

対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
に
つ

い
て
、
被
保
険
者
(
世
帯
主
を

除
く
。
)
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額

を
二
十
三
万
五
千
円
(
現
行
二

十
三
万
円
)
に
引
き
上
げ
る
と

いト
7
・もの。

山
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正

平
成
六
年
度
の
個
人
町
民
税

に
お
い
て
一
年
間
限
り
の
特
別

措
置
と
し
て
定
率
減
税
を
実
施

す
る
ほ
か
、
所
得
割
及
び
均
等

2-

B/22~24 

割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
、

法
人
町
民
税
均
等
割
の
税
率
の

見
直
し
、
な
ど
が
主
な
も
の
で

す。間
町
税
の
徴
収
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
六
年
度
集
合
徴
収
に
係

る
個
人
の
町
民
税
の
納
期
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
。

凶
川
内
町
名
誉
町
民
藤
井
正
氏

の
逝
去
に
伴
う
町
葬
(
合
同
葬
)

経
費
の
補
正
予
算

報
告
し
、承
認
を
求
め
た
も
の

0

0
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
見
舞

金
の
増
額
と
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
け
限
度
額
の
引
上
げ
が
主
な
も

の
で
す
。

O
和
田
丸
地
区
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
の
計
画
の
変
更

和
田
丸
地
区
土
地
改
良
総
合
整



-. . 

備
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
い
の

で
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。

報

とt
Eコ

O
平
成
五
年
度
川
内
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

O
平
成
五
年
度
川
内
町
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

O
産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報

告
(
平
成
六
年
陳
情
第
一
号
町

道
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情
)

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審
査

報
告
(
中
間
)

議
員
発
議

O
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助

制
度
に
関
す
る
意
見
書

地
方
パ
ス
路
線
維
持
費
補
助
制

度
を
平
成
七
年
度
以
降
十
ヶ
年
延

長
な
ど
ゴ
一項
目
に
関
す
る
要
望
を

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
省
庁
大

臣
宛
送
付
す
る
も
の
。

O
愛
媛
県
の
衆
議
院
議
員
選
挙
区

に
お
け
る
「
実
質
飛
び
地
」
解 . . 

消
に
関
す
る
意
見
書

今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
区
の

区
割
り
基
準
の
最
大
の
特
徴
は
、

「
飛
び
地
」
を
作
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
新
二

区
」
の
中
に
は
、
「
新
一
区
」
あ

る
い
は
「
新
三
区
」
を
通
ら
な
け

れ
ば
相
互
交
流
で
き
な
い
「
実
質

飛
び
地
」
が
で
き
て
い
る
。

か
か
る
事
態
を
解
消
す
る
た
め

抜
本
的
な
区
割
り
見
直
し
と
松
山

市
周
辺
市
町
村
が
松
山
市
と
一
体

と
な
っ
た
選
挙
区
割
り
と
な
る
要

望
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
省

庁
大
臣
宛
送
付
す
る
も
の
。

O
愛
媛
県
議
会
議
員
温
泉
郡
区
選

出
議
員
の
定
数
増
に
関
す
る
要

望
書

人
口
比
例
に
応
じ
た
公
正
な
県

議
会
議
員
定
数
と
す
る
た
め
、
温

泉
郡
区
の
定
数
を
二
名
と
す
る
要

望
を
愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県
議
会

議
長
ほ
か
に
送
付
す
る
も
の
。

〈
現
行
県
議
会
議
員
定
数
〉

溢
泉
郡
区
(
四
万
人
)
一
名

八
幡
浜
市
区
(
ゴ
一
万
六
千
人
)
二
名

西
宇
和
郡
区
(
三
万
七
千
人
)
二
名

‘南方岸下工業団地

譲渡契約調印式

去る 6月18日、川内町役場において南

方岸下工業団地譲渡契約の調印式が行わ

れ、らくれんの岩田社長と森町長とが調

印のうえ、譲渡契約書を取りかわしまし

た。

南方岸下玉業団地譲渡契約調印式

消防ポンプ積載車引渡し式砂

-3 

去る 6月30日、川内町役場において消

防ポンプ積載車引渡し式が行われました。

引渡し式では、森町長より白石団長ヘ

消防ポンプ積載車のカギが伝達され、続

いて、団長より 4、5分団長ヘ伝達され

ました。

これで、各分団ヘ 1台ずつ消防ポンプ

積載車が配備されました。
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‘6/10商工会婦人部が清掃奉仕

商工会婦人部が奉仕活動の一環として国道11号

線沿いのごみ拾いを実施しました。

ごみ袋にいっぱいの空カン、空ビンが集まり、

最後に、中央公民館で記念撮影と相成りました。

赤ジヤン/パT一カがずまぶしい。(カラーでないのが残念)

. 
.‘ 

問屋婦人会が

白猪の滝清掃奉仕で表彰 6/22砂

来

幻
状

門
4
eh
人
Am
'
mR

1
4
t
J
'立
t

S
F
4
&
R
L
a
?
 

愛媛県自然環境保全協議会総会が開催され、

自然保護活動や美化清掃活動に功績のあった問

屋婦人会(白猪の滝清掃奉仕)が‘表彰されました。

おめでとうございます。 凶

P
A
λ

4-

~ 6/25"'26山草ロビー展

中央公民館で今年 2回目の山草展が

開催されました。

特に26日には、チャリティーカラオ

ケ大会があり、重信町 ・中島町の方々

にも、楽しんでいただきました。

花づくり教室 6/26砂

花大好き人間約60人が中央公民

館に集まり、花づくり教室が開催

されました。

松山中央農業改良普及所の高橋

課長の講義ののち、花スベリヒユ

のフランターへのさし芽の仕方実

習が千Tわれました。



チャリティーカラオケ発表会 6/26砂
温泉郡 3町のカラオケ愛好家が中央公民館

に集まり、チャリティーカラオケ発表会が開

催されました。

川内町チャリティーカラオケ発表会

会場には、約300人の聴衆が応援にかけつ

け、ステージで熱唱する出場者に温かい拍手

を送っていました。

なお、チャリティー募金76，530円也は、川

内町社会福祉協議会ヘ寄附されました。

‘6/26母親クラブ連絡会

ミニバレーボール大会

第6回川内町母親クラブ連絡会ミニバレー

ボール大会が')11内勤労者体育センターで開催

されました。

試合結果は、以下のとおりです。

優勝 川幼ひまわりチーム

2 位 川幼すみれチーム

3 i立 JlIイ呆きりんチーム

第9回川内町少年剣道大会試合結果表

団 体

〈小学生〉

低学年の部

・優勝南吉井剣道部A

・2位 砥部剣道スポーツA

・3位小野スポーツ A

高学年の部

・優勝川内剣道会
・2位南吉井剣道部A

・3位光武 館 A

〈中学生〉

男子の部

・優勝重信中学校

・2位 川内剣道会

・3位光武館 A

女子の部
.，優勝川内剣道会

・2位重信中学校 A

・3{立 椿剣道スポーツA

-5一

{国人

く小学生〉
ト 2年の部

・優勝森岡哲平(砥部スポーツ)

・2位中村将貴(川内剣道会)

・3位三好友親(椿剣道スポーツ)

低学年の部

・優勝脇 隆之(南吉井剣道部A)

・2位木村知也(光武 館 A)

・3位松本文也(砥部スポーツA)

高学年の部

・優勝曽我部慶一(石峯館道場)

・2位近藤哲史//

・3位谷田清人(光武館 A)

く中学生〉

男子の部

・優勝山之内誠(重信中学校A)

・2位高橋良平(石峯館道場)

・3位武智誠志(重信中学校A)

女子の部

・優勝桐山美緒(J11内剣道会)

・2位本臼杏佑美( ク ) 

・3位 田村真由美(重信中学校A)

企 7/10川内町少年剣道大会

第 9回川内町少年剣道大会が川上

小学校体育館で開催されました。

夏の暑い体育館の中での試合、ご

くろうさまでした。

試合結果は、左記のとおりです。
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~国際学生科学
技術博覧会!こ参加レで~

-・同町.取材メす
で
に
二
月
号
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
し
た
東
温
高
校
三
年
生
の
松

本
美
紀
さ
ん
(
横
灘
団
地
)
が
五

月
八
日
よ
り
ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
パ

マ
州
パ

l
ミ
ン
グ
ハ
ム
で
行
わ
れ

た
第
四
十
五
回
国
際
学
生
科
学
技

術
博
覧
会

(
I
S
E
F
)
に
日
本

学
生
科
学
賞
の
代
表
と
し
て
参
加

-・.

T
U
宇
品
?
し
九
~
。

そ
の
体
験
談
を
取
材
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

同
博
覧
会
は
、
世
界
三
十
ヶ
国

か
ら
約
九
三

O
人
の
高
校
生
が
参

加
し
、
科
学
技
術
に
関
す
る
十
四

部
門
で
研
究
を
競
い
合
う
も
の
で

す
。
日
本
か
ら
は
「
日
本
学
生
科

学
賞
」
の
代
表
と
し
て
松
本
美
紀

さ
ん
と
菱
谷
佳
子
さ
ん
(
千
葉
県

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
卒
)
が
参

加
し
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
「
砂
山
の
研
究

そ
の
形
成
過
程
を
探
る
」
で
物

理
部
門
四
十
六
人
参
加
の
う
ち
、

上
位

m
l
日
位
に
相
当
す
る
同
印
刷
河

口
E
D仏
〉
者
向
含
(
本
賞
)
で
司
O
己

円

F
E同
日
(
四
等
賞
・
位
)
に
入

賞
し
ま
し
た
。

写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
会
場
は

決
め
ら
れ
た
広
さ
の
ブ

i
ス
に
論

文
パ

、不
ル
や
写
真
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
を
展
示
し
、
そ
の
前
で

審
査
員
の
質
問
を
直
接
受
け
る
方

式
で
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
「
高
校

生
で
な
く
、
一
人
の
科
学
者
」
と

し
て
審
査
さ
れ
、
自
分
の
研
究
を

キ
チ
ン
と
把
握
し
て
い
る
か
ど
う

か
徹
底
的
に
試
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
審
査
方
法
に
と
ま

吋

J
人

』

回

一

例

H
F
U
山

鎗
怠
ネ
V

トワーっ

今
回
は
、
国
際
学
生
科
学
技
術

博
覧
会
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加

し
た
松
本
美
紀
さ
ん
で
す
。
松
本

さ
ん
は
、
現
在
、
東
温
高
校
三
年

で
横
灘
団
地
か
ら
通
学
し
て
い
ま

す
。
「
A
7
回
、
日
本
学
生
科
学
賞

の
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受
賞
、
国

際
学
生
科
学
技
術
博
覧
会
へ
の
参

加
と
、
通
常
の
高
校
生
活
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て

も
ら
っ
た
」
と
松
本
さ
ん

特
に
、
国
際
学
生
科
学
技
術
博
覧

会
で
は
、
諸
外
国
の
同
年
代
の
高
校

生
が
自
信
を
も
っ
て
、
自
分
の
研

究
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
姿
勢
に

ど
い
な
が
ら
も
松
本
さ
ん
は
「
周

囲
の
パ
、
不
ル
を
見
た
り
、
説
明
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
自
分
の
研

究
は
参
加
作
品
の
中
で
真
ん
中
ぐ

ら
い
の
レ
ベ
ル
だ
と
思
っ
た
。
作

品
の
中
に
は
、
私
と
同
年
齢
の
人

の
研
究
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い

物
凄
い
レ
ベ
ル
の
研
究
が
あ
り
、

彼
ら
は
自
信
を
も
っ
て
自
分
の
研

究
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
私
も

審
査
で
は
と
こ
と
ん
開
き
直
り
、

ア
ラ
パ
マ
大
学
留
学
生
の
通
訳
の

ま
ず
驚
き
、
更
に
自
分
と
同
年
代

の
人
の
研
究
と
は
思
え
な
い
レ
ベ

ル
の
研
究
(
例
え
ば
、

D
N
A
に

よ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
合
成
の
研
究ん

年
さ

3
司
u

献
朝

日
国東

本松

等
)
が
あ
る
の
に
ま
た
驚
か
さ
れ

た
と
い
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
自
負
と
や
る

気
を
育
て
る
環
境
が
ア
メ
リ
カ
等

諸
外
国
と
日
本
で
は
、
大
き
く
違

協
力
を
得
て
、
審
査
員
の
質
問
に

納
得
し
て
い
た
だ
く
ま
で
徹
底
的

に
答
え
た
。
協
賛
団
体
が
出
す
特

別
賞
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
も

う
ダ
メ
だ
な
と
あ
き
ら
め
て
い
た

の
で
、
最
後
の
総
合
表
彰
式
で
名

前
が
呼
ば
れ
た
と
き
は
本
当
に
驚

い
た
。
壇
上
に
上
が
っ
て
リ
ボ
ン

を
も
ら
っ
た
が
放
心
状
態
で
あ
っ

た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

大
会
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど

を
ま
わ
り
初
日
元
気
に
帰
国
し
た
。

-6-

う
こ
と
を
感
じ
た
と
も
。

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続

で
あ
っ
た
国
際
学
生
科
学
博
が
、

松
本
さ
ん
の
将
来
に
き
っ
と
役
に

立
つ
と
思
う
。

「
将
来
は
?
」
の
聞
い
に
、
「
ま

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
。

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ

ん
(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き

の
よ
い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

含
六
六

l
二
二
ニ
ニ
)
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わが家G愛ド/ι
満 1)歳を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメントには名前・住所・生年月日・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで送つで下さい。

子き

♀ 
. . 

(
則
之
内
)

柴

尾

芽

衣

愛

ち

ゃ

ん

次
女
(
七
月
五
日
生
)

父
・
広
高
母
・
万
里

お
姉
ち
ゃ
ん
(
五
歳
)
と
と
っ
て
も
仲
よ
し
。
私

が
ち
ら
か
し
た
本
や
お
も
ち
ゃ
は
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
お
片
的
け

し
て
く
れ
る
よ
。

こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
/

満 1歳です/
東

石中
村

次丸)

雲貴1

2B登ト
拡百く

生ん
母 )

勤
子

目
元
が
優
し
い
の
で
、
よ
く
女
の
子
に
ま
ち
.
か

え
ら
れ
ま
す
。
で
も
わ
ん
ぱ
く
な
ん
で
す
よ
。

皆様の投稿お待ちbさいます/
広報かわうちに「みんなの投稿欄」を設けています。心温まる身近な話題や写真を 400字詰め原稿

用紙 2枚程度におさめて、お寄せくださしミ。なお、投稿数が多い場合や紙面の都合によっては掲載で

きない場合がありますので、予めご了承ください。

-. 

「
サ
ー
ク
ル
紹
介

絵

画

教
...... 
盆

ー
描
き
た
い
も
の
を

自
由
に
描
い
て
い
ま
す
1

問
中
央
公
民
館
の
講
座
と
し
て
ス

時
タ

l
卜
し
た
絵
画
教
室
も
、
今
年

時
の
八
月
で
二
年
目
を
迎
え
る
。

時
絵
の
指
導
を
八
幡
の
渡
部
利
彦

干
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
月
二
回
(
第

四
一
水
曜
日
、
第
三
水
曜
日
)
中
央

一
公
民
館
の
美
術
工
芸
室
で
絵
を
描

白
い
て
い
る
。

出

A
7
は
、
自
分
が
描
き
た
い
も
の
、

人め 絵多等油 い人
二.&:1ー でで画いな絵もま物

( おーる日 く人 いラ室 、油教油ん具ちす
合詳気階ロまなだはこま Y で初詩絵室絵で、ろ。風
公し 軽で ピでおさ、れすクあハ f丁具スはも水ん 景
|、く世間 l 、、い是か 0 スるぎ錯の夕、あ彩描 等
はお催展絵八。非ら したがロ片道 lほり絵、i を

四、越しを画 月 一絵 てめほの具トとで具導 白
雪中しま中教 五 度を 絵、と遣をとんあ、真
一央くす央室日 見始 を 皆 ん 九 購同どるノ
こ公会の公生か にめ 描さど主人時の。ス皇 描
ま民竺 で民 にら きた いんの 7 しに人特テ虫 い
で館ワ、館よ八 てい てリ教 tた 初がにル¥ て

一7



花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
た
り
、
町
内
放
送
を
聞

い
て
駆
け
付
け
て
下
さ
っ
た
方
や

婦
人
会
の
方
が
ご
多
忙
の
中
沢
山

参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

hu
陰
で
今
年
も
、
町
内
に
花
が

い
っ
ぱ
い
咲
き
、
良
い
環
境
を
か

も
し
出
し
て
く
れ
ま
し
ょ
う
。

除
草
の
あ
と
は
、
県
か
ら
先
生

を
お
迎
え
し
て
花
守
つ
く
り
教
室
。

手
マ
つ
く
り
の
会
食
の
あ
と
で
、
ボ

カ
シ
作
り
を
致
し
ま
し
た
。

自
分
の
家
の
事
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
た
め
に
力
を
お
貸
し
下
さ

っ
た
方
々
に
心
か
ら
お
札
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
支
部
長
さ
ん
が
、
参

加
し
て
の
書
き
下
ろ
し
で
す
。
ご

紹
介
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

参
加
し
て

六
月
末
の
日
曜
日
、
草
引
き
を

す
る
か
ら
:
:
:
と
い
う
の
で

「
た
ま
の
休
み
な
の
に
な
あ
:
・
」

と
思
い
な
が
ら
も
、
重
い
腰
を
あ

げ
る
。工

業
団
地
に
着
い
て
み
る
と
、

ま
る
で
パ

l
ゲ
ン
会
場
な
み
に
、

パ
i
ベ
ナ
・
テ
、
不
ラ
の
花
の
植
え

込
み
の
ま
わ
り
は
人
だ
か
り
。
せ

っ
せ
と
手
を
動
か
し
な
が
ら
、
ワ

i
ワ
l
、
キ
ャ

l
キ
ャ

l
と
楽
し

そ
う
な
声
が
す
る
。

支
部
長
さ
ん
や
本
部
の
人
だ
け

に
し
て
は
、
え
ら
い
沢
山
の
人
だ

な
あ
:
:
:
と
、
よ
く
見
る
と
、
去

. . 

年
の
支
部
長
さ
ん
の
顔
が
見
え
る
。

あ
れ
っ
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
も

いヲ匂。草
を
引
く
だ
け
で
な
く
、
混
ん

で
い
る
所
は
、
て
い
ね
い
に
お
が

し
、
少
な
い
所
に
移
植
す
る
作
業

も
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
年
間
に
何
度
草
を
引
く
の
だ

ろ
う
:
:
:
。
肥
料
も
や
り
、
刈
込

み
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
何
ヶ
月
聞
か
、
き
れ
い
な
花

を
み
ん
な
に
喜
ん
で
貰
う
た
め
、

こ
ん
な
地
味
な
作
業
を
・
・
・
・
・
・
こ
ん

な
に
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
る
人

達
に
は
、
心
底
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
草
引
き
を
し
て
い
て

気
付
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
草
を

引
い
て
い
る
と
、
自
分
が
と
て
も

優
し
い
気
持
に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

「
私
っ
て
:
:
:
こ
ん
な
に
優
し
い

気
持
ち
の
持
ち
主
だ
っ
た
か
し

ら
?
い
つ
も
こ
ん
な
気
持
ち

で
子
供
達
と
話
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
の
に
な
:
:
:
」

と
、
忘
れ
て
い
た
心
を
取
り
も
ど

し
た
様
に
思
え
た
こ
と
だ
っ
た
。

ど
う
し
て
、
花
や
土
に
向
か
う

時
、
人
の
心
が
こ
ん
な
に
も
穏
や

か
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に

田川

γ
え
司
令
。

忙
し
い
毎
日
の
中
で
、

時
間
を
家
族
と
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
最
高
に
ぜ
い
た
く
な

気
分
を
味
わ
え
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
た
。

楽
な
方
へ
、
楽
な
方
へ
と
流
れ

る
生
活
の
中
で
、
久
し
振
り
に
自

然
の
中
で
流
し
た
汗
は
、
本
当
に

心
地
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売

(db)

七
月
三
十
一
日
間
午
後
六
時
半

よ
り
(
時
聞
を
変
更
し
ま
し
た
)

中
央
公
民
館
三
階
に
て
。
来
た

人
か
ら
順
に
作
っ
て
お
帰
り
下

さ
い
。
(
夏
季
大
学
へ
も
ど
う
ぞ
)

中
山
町
女
性
塾
来
町
交
流
会

八
月
三
日
嗣
午
前
十
時
よ
り

中
央
公
民
館
に
て

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売
(
百
〆
)

八
月
二
十
八
日
間
午
後
二
時
よ

り
。
中
央
公
民
館
ゴ
一階
に
て

(
ナ
イ
ロ
ン
袋
を
お
持
ち
下
さ
い
)

川
内
町
婦
人
会 こ

ん
な

今
年
は
、
梅
雨
が
い
つ
も
よ
り

二
週
間
も
円
十
く
明
け
た
た
め
、
降

雨
量
が
大
変
少
な
く
、
し
か
も
日

照
り
続
き
の
天
気
で
水
不
足
が
続

い
て
い
ま
す
。

町
内
各
水
源
池
で
は
水
位
が
低

下
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
十
分
な

水
道
水
を
確
保
で
き
な
い
状
況
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
七
月
十
一
日
か
ら
、

一
部
地
域
で
パ
ル
プ
調
整
に
よ
り

給
水
制
限
を
し
、
ご
不
便
を
か
け

て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
が
続
き

ま
す
と
時
間
断
水
を
す
る
こ
と
も

や
む
を
え
な
い
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
な
お

一
層
の
節
水
に
ご
協
力

下
さ
い
。

〈
日
常
生
活
の
注
意
点
〉

-
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
た
く
、

掃
除
、
散
水
、
車
の
洗
車
時
に

利
用
で
き
ま
す
。

-
洗
面
の
水
の
流
し
放
し
は
や
め

土
手
?
レ
ト
ム
F

F

「
ノ
。

-
洗
面
や
炊
事
の
と
き
に
、
水
が
は

ね
返
え
る
ほ
ど
強
く
出
さ
ず
こ
ま

め
に
水
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

8一

水
を
大
切
に

使
っ
て
下
さ
い



も.

-. 

&
よ
り

i
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
の
ご
厚
志
j

本
年
度
第
一
・

四
半
期
に
次
の

と
お
り
「
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
多
額
の
ご
厚
志
や

現
品
が
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ご
預
託
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
厚
く
わ
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。渡

部

浩

安

様

(
故
渡
部
キ
ク
ヱ
様
忌
明
け
)

菅

野

矩

男

様

(
故
菅
野
タ
ツ
子
様
忌
明
け
)

梅

崎

登

様

(
故
梅
崎
セ
キ
ヨ
様
忌
明
け
)

菅

野

良

夫

様

(
故
菅
野
春
四
郎
様
忌
明
け
)

松

本

康

良

様

(
故
松
本
正
巳
様
忌
明
け
)

武

田

暁

子

様

(
故
小
笠
原
リ
キ
ヱ
様
忌
明
け
)

藤
井
マ
ス
ミ
様

(
故
藤
井
正
様
忌
明
け
)

三

河

淳

様

川
内
さ
っ
き
会

代

表

中

島

川
内
町
商
工
会
様

川
内
町
建
設
業
者
組
合

会

長

松

本

一
巳
様

川
内
町
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

会

長

黒

河

強

様

福

井

鈴

子

様

(
マ
イ
ピ
ュ
ア

l

一
台
)

松
山
東
交
通
安
全
協
会

川
上
支
部

(
反
射
タ
ス
キ
二
百
本
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

土

井

敬

菊
政
様

子

N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
に

お
し
ん
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し

た
。
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の

四
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
お
年

寄
り
の
中
に
は
、
主
人
公
の
お
し

ん
以
上
に
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方

が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ど
ん
な
著
名
人
の
講
演
を
聞
く

よ
り
も
感
動
し
教
え
ら
れ
る
事
ば

か
り
で
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

苦
労
し
て
こ
ら
れ
た
お
じ
い
様

お
ば
あ
様
に
楽
し
い
老
後
を
送
っ

て
頂
く
為
に
、
微
力
な
が
ら
私
達

ヘ
ル
パ
ー
が
い
ま
す
。
嫁
に
な
り

娘
に
な
り
又
、
孫
に
な
り
心
の
支

え
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
な
っ
た
の
、

貴
女
に
ピ
ッ
タ
リ
頑
張
っ
て
ね
。
」

そ
う
友
人
に
励
ま
さ
れ
勇
気
づ

け
ら
れ
た
平
成
三
年
の
初
秋
、
あ

れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
別
れ

を
経
験
し
、
早
三
回
目
の
秋
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
出
会
い
を
私
の
宝
に
し

心
に
栄
養
が
い
っ
ぱ
い
積
ま
っ
た

ヘ
ル
パ
ー
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

午

後

六

時

間

場

午

後

七

時

開

演

場
所
:
・
塩
ケ
森
ふ
る
さ
と
公
園
内

シ
ン
ボ
ル
展
望
塔

*
雨
天
時
は
中
央
公
民
館

大
ホ

l
ル

出
演
・
:
ス
ケ
ア
ク
ロ
ウ

(
三
重
県
津
市
在
住
)

ハ
セ
リ(

松
山
市
在
住
)

前
売
り
券
:
・
大
人

一
、八

O
O円

小
人

一
、
0
0
0円

(
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
)

小
学
生
未
満
は
無
料

発
売
枚
数
:
・
一

O
O枚
限
定

発
売
開
始
:
・
七
月
二
十
八
日
よ
り

会
場
へ
の
交
通
:
・

役
場
駐
車
場
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-9 

塩
ケ
森
サ
ン
セ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク

開
催
の
ご
案
内

川
内
町
の
ま
ち
守
つ
く
り
に
取
り

組
む
川
内
町
桜
花
塾
で
は
、
塩
ケ

森
ふ
る
さ
と
公
園
の
す
ば
ら
し
さ

を
住
民
の
方
は
勿
論
、
町
外
の
方

々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。ま

た
、
丹
原
町
若
者
塾

(
T
Y

C
)
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

チ
ェ
リ
ー
ウ
ェ
イ
(
桜
三
里
か
ら

命
名
)
が
A
7
年
度
よ
り
発
足
し
、

川
内
町
と
丹
原
町
の
粋
を
取
り
戻

そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
持
ち
、
自

分
の
町
が
自
慢
で
き
る
・
・
:
・
・
そ
ん

な
町
に
川
内
町
が
な
る
こ
と
を
私

た
ち
は
望
ん
で
日
夜
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ど
う
か
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う

え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

ア
ー
チ
ス
ト
は
、
メ
ジ
ャ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
い
い

音
楽
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

道
後
平
野
に
沈
む
夕
陽
を
見
な

が
ら
、
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
い
は
お

子
様
連
れ
で
ご
ゆ
っ
く
り
お
く
つ

ろ
ぎ
下
さ
い
。

〈
実
施
要
領
〉

日
時
:・
八
月
十
三
日
(
土
)

〔
問
い
合
せ
先
〕

桜
花
塾
事
務
局
(
川
内
町
役
場
総

務
課
)
ま
で

E
O八
九
九
|
六
六
|
二
二
二
二

有

線

二

一一

一



川
内
町
指
定
有
形
文
化
財

「
川
上
神
社
古
墳
出
土
馬
具
」

ー
奈
良
で
の
保
存
処
理
を
終
え
て

i

腐
食
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
川
内
町
指
定
有
形
文
化
財
「
川

上
神
社
古
墳
出
土
馬
具
」
が
約
八

ヶ
月
の
保
存
処
理
を
終
え
、
奈
良

か
ら
帰
町
し
た
。

脱
塩
処
理
、
錆
取
り
、
樹
脂
強

化
等
の
保
存
処
理
を
施
し
、
写
真

の
と
お
り
金
銅
張
り
の
馬
具
と
し

て
珪
っ
た
。

匙
っ
た
馬
具
の
持
徴
に
つ
い
て
、

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
付

属
博
物
館
総
括
学
芸
員
の
千
賀
久

氏
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

O
馬
具
の
種
類

轡

一
式
(
鐘
形
鏡
板
、
引
子
)
、

杏
葉
(
鐘
形
7
、
花
弁
形
1
)
、

鞍
金
具
(
鞍
橋
の
金
具
、
居
木

の
飾
り
金
具
)
雲
珠
1
、
辻
金

具
目
、
鐙
の
金
具
が
な
い
。

※
こ
れ
ら
の
馬
具
が
馬
の
ど
こ

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
は
、

川上神社古墳出土馬具(鐘形杏葉)

別
図
の
「
古
墳
時
代
の
馬
具
説
明

図
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
馬
具
の
特
徴

①
杏
葉
と
鏡
板
が
お
な
じ
鐘
形

で
セ
ッ
ト
に
な
る
。

②
杏
葉
の
表
面
に
金
銅
板
を
2

枚
分
け
て
張
る
技
法
は
、
輸

入
品
の
特
徴
で
あ
る
。
鐘
形

杏
葉
の
圏
内
で
最
古
(
六
世

紀
中
ご
ろ
)
の
大
阪
府
南
塚

古
墳
の
杏
葉
に
つ
い
で
2
例

同
口
。

③
鏡
板
の
表
面
の
金
銅
板
は

1

枚
で
張
る
。
こ
れ
は
、
国
産

品
の
特
徴
。

④
木
口
葉
と
鏡
板
で
は
制
作
技
法

が
異
な
る
。
輸
入
品
の
杏
葉

と
組
み
合
わ
せ
る
た
め
に
、

同
ビ
形
の
鏡
板
を
作
っ
た
。

⑤
花
弁
形
杏
葉
と
居
木
飾
り
金

融面国lf認料
室 頬革て¥ι/珠

ぢ~II/今季!きl

品!ゐ(
一
叩

h
A附
W

鐸
口
間
四
門

鈴
馬
菌
圏
内

Lφ
ム

金，

A
X

t
A
Vム

具
は
、
六
世
紀
中
ご
ろ
ま
で

の
出
土
例
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
馬
具
が
作
ら

れ
た
の
は
、
木
口
葉
の
輸
入
時

期
(
六
世
紀
中
ご
ろ
)
か
ら

あ
ま
り
下
ら
な
い
六
世
紀
中

ご
ろ
か
ら
後
半
ま
で
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
、
簡
潔
に
馬
具
の
特
徴
を

挙
げ
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
述
の
講
演
会
で
説
明
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
演
会
に
は
、
実
物

の
馬
具
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ハU
可
E
4

川
上
神
社
古
墳
出
土

馬

具

の

講

演

会

日

時

8
月
叩
日
制

午
後
8
時

1

川
内
町
中
央
公
民
館

一
階
大
ホ
ー
ル

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
資
料
室
長

場

所

講

師

目IJ

園

実
知
雄

先
生

受
講
料

無
料
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同和教育

e 

e 

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
つ

f

て

j
本

年

度

の

取

組

i

町
内
の
み
な
さ
ん
、
日
頃
よ
り

同
和
教
育
の
推
進
に
格
別
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
去
る
五
月
三
十
日
愛
媛

県
同
和
教
育
協
議
会
川
内
支
部
の

総
会
を
終
え
、
平
成
六
年
度
の
川

内
町
同
和
教
育
の
計
画
・
行
事
等

が
決
定
し
、
同
和
問
題
の
解
消
と

啓
発
、
実
践
活
動
へ
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
是
非
こ
協
力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
成
五
年
度
の
推

進
活
動
を
基
に
し
て
、
啓
発
の
底

辺
を
ひ
ろ
げ
、
各
家
庭
へ
の
浸
透

と
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
一
層
重

視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

①
各
種
研
修
会
、
川
内
町
同
和

教
育
研
究
大
会
(
期
日
八
月
七

日
)
、
行
政
地
区
別
同
和
教
育

懇
談
会
等
は
、
継
続
実
施
。

②
企
業
等
に
お
け
る
同
和
教
育

の
啓
発
を
図
る
。

去
年
は
企
業
内
同
和
教
育
担

当
者
研
修
会
を
一
回
開
催
し
十

六
の
企
業
よ
り
二
十
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
、

三
、
四
回
研
修
会
を
実
施
す
る

計
画
。

③
県
同
和
教
育
協
議
会
の
事
業

内
容
で
あ
る
、
啓
発

・
教
育

・

就
労
に
つ
い
て
一
層
の
推
進
を

図
る
。

④
川
内
町
同
和
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
、
町
民
の
意
識
調
査
を

し
、
今
後
の
啓
発
・
実
践
活
動

に
役
立
て
る
。

以
上
の
事
柄
に
つ
き
、
推
進
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ご
承
知
の
よ
う

に
川
内
町
は
今
年
四
国
地
区
に
お

け
る
「
人
権
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
以

上
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
、

さ
ら
に
差
別
解
消
へ
の
啓
発
・
実

践
活
動
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
、

町
民
こ
ぞ
っ
て
相
手
の
立
場
を
考

え
、
明
る
く
、
豊
か
な
町
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
に
も
、

一
九
九

四
年
は
、
「
国
際
家
族
年
」
で
す
。

家
族
の
触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
、
家
族
に
お
け
る
男
女
の

平
等
の
強
化
を
め
ざ
し
た
り
、
子

供
や
お
年
寄
り
を
育
て
守
る
機
能

の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
国
際
家
族
年
が
国
連
で
決
議

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
N

家

族
か
ら
は
じ
ま
る
小
さ
な
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
“
と
い
う
意
味
を
考
え
る

時
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
、
こ
の
世
界
で
一
番

身
近
な
も
の
は
家
族
で
す
。

人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
全
て

の
基
本
は
、
家
庭
に
あ
り
ま
す
。

家
族
関
係
に
あ
り
ま
す
。
人
権
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
真
に
人
間
ら

し
く
生
き
て
行
く
力
は
、

H

家
族
μ

の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
差
別
を
な
く
し
楽
し

い
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
川
内
支
部
の
役
員
さ

ん
は
、
次
の
方
々
で
す
。

支

部

長

副
支
部
長

田高近田山細高佐成神竹楼
須

部 賀藤中本川木伯川野田

ク

運
営
委
員

ククィシ。イシクイシク

田

喜
志
男

敏

行
豊吐

い
岨

耕

出
同

園

雄

清

治
ア
ツ
子

信

敦

キ
サ
子

恵
美
子

庚

明

運
営
委
員

監

事

山小森皆和

孝章頼悦義

志宏雄紀雄

田JlI 

ク

事
務
局
長

会

計

崎倉

を 場 日 111 :fJ'町
待民 pJT 時 内
ち の 目Tいみ ーJlI 午 8
た な 階内 前月 研 同
しさ

大ホ 町中
8 7 究 和てん 時日

むの l 央 30 (日) 大 教り，、、
ル公 分 ムA 育ま暴 民

え加 宣直

1
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国
民
年
金

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
、
か
あ
り
ま
す

人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
豊
か
な
老
後
の
所
得

保
障
と
し
て
国
民
年
金
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
「
国
民
年
金
」

も
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。長

い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、

e .‘ 

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

期
間
は
、
免
除
の
申
請
を
し
た
月

の
前
月
か
ら
そ
の
年
度
の
最
後
の

月
ま
で
の
聞
で
社
会
保
険
事
務
所

が
必
要
と
認
め
る
月
ま
ガ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
未
納
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま

に
し
な
い
で
、
役
場
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

一国

イ呆

国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
に
つ
い
て

平
成
六
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の

一
部
が
国
の
地
方
税
法
施

行
令
の
改
正
に
伴
い
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

低
所
得
世
帯
の

軽
減
対
象
範
囲
の
拡
大

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
被
保
険
者
均
等
割
、
世
帯
平

等
割
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
四

割
軽
減
世
帯
認
定
の
所
得
基
準
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
対
象
所
得
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

軽
減
の
内
容
は
、
世
帯
主
及
び

そ
の
世
帯
の
被
保
険
者
の
前
年
所

得
合
計
額
が

①
住
民
税
基
礎
控
除
額
以
下
の

場
合
は
、
六
割
軽
減

②
住
民
税
基
礎
控
除
額
と
世
帯

主
以
外
の
被
保
険
者
数
に
よ
る

加
算
額
の
合
計
額
以
下
の
場
合

は
、
四
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

-・・・岡田・・・・・・・・・・

|ωノ!「-7均 等 割 平等害叫基準

制軽 減 4 割 軽 減

改
①住民税基礎控除額 (31

住民税基礎控除額 (31 万円)
正 万円)以下の所得世帯 ②① 23万円×人数

日目
-②の合計額以下の所

得世帯

改
①住民税基礎控除額 (31

万円)
正 同 上 ②23万 5千円×人数

f麦 ① ・②の合計額以下の所
得世帯

-・・・・・園田園田

募

集

V

就
労
を
希
望
す
る

女
性
の
み
な
さ
ん
へ
ご
案
内

0
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
技
術
講
習

ム一品

対

象

内
戦
を
希
望
す
る
家
庭

女
性
な
ど

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

9
月
2
日
幽
1
9
月
却

日
附
ま
で
の
聞
の
日
日

(
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
却
八
刀
1

日
時
別
分
ま
で

場
松
山
市
山
越
町
四
五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

加

名

受

講

料

無

料

主
催
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切

8
月
白
日
附

O
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

科

目

ワ
ー
プ
ロ

(
日
商
検
定

3
級
)

A

コ
l
ス

9
月
比
日
制
1
叩
月
お

日
幽
ま
で
の
聞
の
白
日

(週
3
回
開
講
)

日科

時目

A 
五日

時

.聞・・・・圃・圃・・・圃圃-

B
コ
ー
ス

9
月
出
日
間
i
H
月
白

日
幽
ま
で
の
聞
の
幻
日

(週
2
回
開
講
)

(
両
コ

i
ス
と
も
、
土
、
日

及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
却
分
1

日
時
却
分
ま
で

場
松
山
市
山
越
町
四
五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

A
、
B
コ
l
ス
各
却
名

受

講

料

無

料

(教
材
費

一
部
自

己
負
担
)

主
催
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

申
込
日
時

8
月
却
日
間
、
初
日

ωの
2
日
間
に
限
る

(
9
時

i
m
時
ま
で
)

O
老
人

・
病
人
介
護
技
術
講
習
会

対

象

再

就

職

希

望

の

女

性

科

目

老

人

・
病
人
介
護
技
術

内

容

基

礎

看

護

か

ら

老

人

介

護
ま
で
の
講
義
と
実
技

施
設
訪
問
等

時

9
月
5
日
間

i
m
月
四

日

ωま
で
の
聞
の
幻
日

(
土
、
日
及
び
祝
祭
日
を

除
く
)

毎
日
9
時
却
八万
1

日
時
却
分
ま
で

松
山
市
山
越
町
四
五

O

つω
1
i
 

ム
五日h、

百

土易



県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

松
山
市
若
草
町
8
の
2

松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

初

名

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
一
部
自
己
負
担
)

主

催

県

女

性

職

業

セ

ン

タ

ー

申
込
締
切

8
月
沼
日
開

O
経
理
事
務
(
初
級
)
・

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

対

象

就

業

を

希

望

す

る

女

性

科

目

経

理

事

務

(

商

業

簿

記

3
級
)
・
ワ
ー
プ
ロ

日

時

9
月
6
白
川
w
l
m
月
幻

日
嗣
ま
で
の
聞
の
社
日

(
士
、
日
及
び
祝
祭
日
を

除
く
)

毎
日
9
時
却
八
万

1

日
時
却
分
ま
で

会

場

松

山

市

山

越

町

四

五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

初

名

受
講
料
無
料
(
教
材
費
一
部
白

己
負
担
)

主

催

県

女

性

職

業

セ

ン

タ

ー

申
込
締
切

8
月
お
日
向

〈
申
込
方
法
〉

以
上
の
四
講
習
会
の
申
込
は
、

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地
の
愛 e . 

媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
ヘ
申
込

み
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
二
二

O
一
)

V
会

員

募

集

(

叫

く

吟

社

)

川
柳
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ご
希
望
が
あ
れ
ば
出
前
も
い
た

し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
川
内
町
文
化
協
会

に
加
入
し
て
い
る
川
柳
も
づ
く
吟

社
で
す
。
現
在
十
二
名
程
の
会
員

で
毎
月
一
回
句
会
を
聞
い
て
お
り

ま
す
。町

内
に
は
、
川
柳
に
興
味
を
お

持
ち
に
な
り
、
既
に
現
在
各
方
面

に
投
句
さ
れ
活
躍
し
て
い
る
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
又
、
興
味
は

あ
る
が
仲
間
が
い
な
い
と
か
、
夜

間
の
会
合
で
な
か
っ
た
ら
出
席
で

き
る
と
か
、
遠
い
の
で
大
変
だ
と

思
わ
れ
る
方
等
、
色
々
な
理
由
で

川
柳
に
入
れ
な
い
人
も
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
私
た

ち
の
仲
間
が
、
皆
様
の
所
へ
出
掛

け
て
行
き
、
ご
一
緒
に
勉
強
す
る

と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
即
ち
川
柳
の
出
前
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
川
柳
仲
間

を
作
り
た
い
の
で
す
。

グ
ル
ー
プ
で
も
よ
し
、
お
一
人

か
ら
で
も
ご
連
絡
が
あ
れ
ば
出
掛

け
て
行
き
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て

は
、
私
ど
も
の
都
合
に
な
り
ま
す

が
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
連
絡
先
)
下
沖
高
瀬
秀
近

含
⑩
二
七
六

O

相

百炎

V

行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
の
開
設

皆
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
突
然
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
方
や
、

長
い
間
連
絡
が
と
れ
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明

者
等
捜
索
強
化
月
間
と
し
、
身
元

不
明
者
の
身
元
確
認
を
行
な
っ
た

り
、
事
件
や
事
故
に
遭
う
お
そ
れ

の
あ
る
家
出
人
、
あ
る
い
は
自
殺

な
ど
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
出
人
の

発
見
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
県
内
各
警
察
署
及

び
警
察
本
部
に
お
い
て
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
方
を
さ
が
す
た
め
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

1 月8 
8 8 8 fJ 
月 月 月

11 (日鉛5 

4 3 2 
日 日 日

日
(木)(水)(火)

メ7入 新 松 p子'-，. 

r台居 山 手口 場

a 警 j兵 東 島
警 警 警

技λj、 持dそこ』、 手/J足、 佼/J、 所
:署 署 署 署

直
通
電
話

委間愛無 -
8 員題媛料誠
⑪長対弁 ピ
四策護ル
三臼委士 五四
」井員会 階の
三会消 ー

費の
者五

円
ロ
阜
市
A

刈
寸

企

f
z
=関
車
q

担
当
者

J商

V

特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

j
電
話
相
談
も
実
施
j

川
内
町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

日
程
に
よ
り
開
設
い
た
し
て
お
り

土」ヱ
9
0

皆
さ
ん
の
中
で
高
齢
、
女
性
、

子
供
、
障
害
等
に
よ
る
「
い
や
が

ら
せ
」
や
「
い
じ
め
」
等
人
権
問

題
な
ど
で
相
談
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
程
毎
月
第
一
月
曜
日

場
所
川
内
町
中
央
公
民
館

時

間

午

前

日

時

1
午
後
3
時

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一
二
O
|
七
七
二
|
七
七
三

有
線
電
話
六

O
一
O

※
電
話
相
談
は
、
相
談
日
以
外
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

q
u
 

司
E
4



一円
問
問
問

…

仲
川
内
町
で
は
、
平
成
六
年
度
O
受
験
申
し
込
み
の
受
付
期
間
付

w

職

員

採

用

試

験

を

次

の

要

領

で

平

成

6
年

7
月

出

日

か

ら

似

付

実

施

し

ま

す

。

平

成

6
年

8
月
四
日
ま
で

m

似

O

募

集

職

種

抑

制

そ

の

他

採

用

試

験

に

関

す

る

m

w

一

般

事

務

職

戸

若

干

手

二

こ

ど

ま

、

生

易

誌

努

果

州

問
土
木
・
建
築
技
術
職
一
名

3
1
L
-
L
J
l
f主
主

3
3
m

問

ま

で

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

州

制

調

理

員

一

名

制

時

台

(

轡

三

二
二
的

側

O
受
験
資
格

(
有
線
)
二
一

一
一
仲

間

¥

一
般

事

務

職

/

州

特

/

土

木

・

建

築

技

術

職

¥

哨

w

昭
和
的
年
4
月
2
日

か

ら

仲

間

昭

和

臼

年

4
月

1
日

ま

で

に

問

料

生

ま

れ

た

者

判

似

(

調

理

員

)

」

l
「

』

抑

制

昭

和

記

年

4
月
2
日
か
ら

、

rJ介
泊
叶
見
『
4
1
1
4司
削

…

昭

和

白

年

4
月

1
日

ま

で

に

一

万

長

守

バ

川

国

二

以

生

ま

れ

た

者

「

U
可、、

/
I
r
L
巴

d

跡

付

O
試

験

内

容

¥

ぷ

戸

内

ド

/
h
r
l
j

込
山

駅
筆
記
試
験
(
高
校
卒
業
程
度
)
役
三

u
h戊

=

T

i

川
必
仲

明

面

接

試

験

tu、
内
吋

J

I

l

-

-
山

跡

※

調

理

員

は

、

面

接

試

験

の

仲

間

み

実

施

附

東中脱O 
板 O (河 O 則 O す入

加入 川内!日 移 高之 名 之加 O 者六

ホt 上
戸 須内義 内 の月

者町
退 車五 賀音変 入 異中

里中子
之 j度 田更 i自 動の 異有
回T

部 孟 E方 は有 動線
五 よ高 三ロ士ロ 次線 の放
一七日召

iL=博
り須 所 の放 お送

五明 二 ) 賀 と送 知電
一 五

ー」

お電ノ、
ら 話よ)¥九 O 悪 四 り話

七 立 七 O で加 せの

電話 66-4989
有線 3130 

い !耳集曜日 収 集 I也 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

8月15日(月)を
土谷・滑川・天神 ・鳥の子・横灘団地時ム一

....・---------_.・・...町" 8月16日(火)に収集
木 井内

火・金 北方 ・南方
変更なし

火 奥松瀬川
週 前松瀬川I(鳥の子を除く)

水・土
町筋(天神を除く)

変更なし

清掃センター8月ごみ収集計画表
-t5Z~ごみ1 

2 
収 集 I也 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 資源 ごみ

東奇・西奇(井内を除く)

天神・鳥の子・横灘団地
8月8日(月) 8月22日(月) 8月18日(木)

北目IJ方・南方・奥松瀬川 8月9日(火) 8月23日(火) 8月16日(火)

松瀬J11 (鳥の子を除く)
8月10日(水) 8月24日(水)

町筋(天神を除く) 8月17日(水)

井内・土釜・滑川 8月11日(木) L 旦月25B (杢)

ちえ，Idいごみ・資源ごみ

14-

く〉新聞・ダンボール・ビン・雑誌・布は資源ごみです!<>
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八
月

す活力
O 動を又

を得
行て期

'う、聞
こ町中
と内
と観各
な 光 種
つ地図
ての f本
い清の
ま掃協

日
か
ら
観
光
週
間

ー
観
光
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ゆ
と
り
と
マ
ナ
l
で
楽
し
い
旅

1

八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

一

週
間
を
観
光
週
間
と
し
、

「観
光

道
徳
の
高
揚
」
「
観
光
地
の
美
化
」

「
健
全
な
観
光
旅
行
の
促
進
」
を

重
点
目
標
と
定
め
、
期
間
中
、
全

国
各
地
で
各
種
行
事
が
展
開
さ
れ

ま
す
。川

内
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
運
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が

十
分
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

8月健康センターだより
1日(月) レントゲン検診、基本健診(*) 15 : 00~19 : 00 (南方東部公民館)
2日i:)。レントゲン検診、基本健言劉*) 15 : 00~19 : 00 (吉久公民館)
3日(;!J<) ヘルシーセミナー 10 : 00~13 : 00 (健康センター)

レントゲン検診、基本健謝*) 15:00~16:00 (横灘団地公民館)
16 : 30~19 ・ 00 (前松瀬川公民館)

4日(本) レントゲン検診、基本健言室料) 15 : 00~19 :00 (健康センタ ー)
5日後j レントゲン検診、基本健診(*) 15 ・ 00~19 : 00 (健康センタ ー)
9 F:l (火} もぐもぐ教室 13 : 30~15 : 00 (健康セ ンター)
10日(1J<) リハビリ教室 13 : 30~15 : 30 (健康センター)

「それでも肩がこるというあなたへ」
11日(木} 育児学級 受付 9 ・ 00~10:00 (健康センター)

育児相談 受付13:00~14 ・ 。。 (健康センター)
19 E1 ~ こころの健康相談 13:30~16 ・ 30 (健康セ ンター)
22日(月) 基本健診結果報告会 13:00~ 1 5 : 00 

238 (火) 基本健診結果報告会 13:00~15 : 00 

24日(水) 基本健診結果報告会 13:00~15 : 00 

25日(本) 胃ガン検診 受付 7 : 30~ 9:00 (健康センター)
大腸 ・子宮 ・乳方ン検診 受付 7 : 30~10 : 00

26日(剣 胃ガン検診 受付 7:30~ 9:00 (健康センタ ) 
大腸 ・子宮 ・乳ガン検診 受付 7 : 30~10 : 00

27日(j主 保健衛生実践会役員研修 (大洲方面)
29日(月) ファミ リー健康相談(則之内西) 10 : 00~13 ・ 00 (則之内西公民館)

基本健診結果報告会 13 : 00~15 : 00 

30日w ファミリー健康相談(滑JII) 10 ・ 00~13:00 (生活改善センタ ー)
基本健診結果報告会 13 ・ 00~ 1 5 ・ 。。

31 El (本) ファミリー健康相談(土谷) 10 : 00~13 : 0。 (土谷公民館)
基本健診結果報告会 13 : 00~15 : 00 

毎週月曜日 不用犬買い上げ (健康センター)
毎遇水曜日 健康相談 ・栄養相談 (健康センター)

母子手帳交付・妊婦健康相談 (健康センター)
機能回復訓練 (ガリラヤ荘)

「逼番医
8月 7臼 中川外科内科(南梅本町) ft 76-7811 

14 Ei 北上靖博整形外科(平井町) ft 75-3753 
21臼 渡部内科(南梅本町) ft 75-2232 
28日 宮内病院(南梅本町) ft 75-0091 

戸

籍

の

窓

(六
月

大

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

(*) :レン トゲン検診、肺ガン検診、基本健診、女性健診を行います。
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な
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入
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